
18トリソミーとは18番目の染色体が通常の2本ではなく3本あることで様々な合併症を引き起こす重い障害です。

出生児の1歳までの生存率は10～30%程度とされていますが、積極的な治療により家で生活できる子どもも増えています。

Team18は“18トリソミーの子どもたちとその家族にも幸せな生活があるということをたくさんの人に知ってもらいたい”

との思いで写真展を全国でおこなっています。たくさんの人たちに支えられ、愛されている18トリソミーの子どもたち。

18っ子家族のさまざまな「幸せのかたち」を見に来てください。

18トリソミーの
子どもたち写真展

入場
無料

㏌広島

2019年6月29日(土)／30日(日)

主催：Team18
(https://team-18.jimdo.com/)

後援：広島県・広島市・広島県教育委員会・広島市教育委員会
一般社団法人広島市医師会・公益社団法人広島県理学療法士会
広島県訪問看護ステーション協議会

広島市総合福祉センター 5階
広島市南区松原町5-1(BIG FRONT ひろしま)

18トリソミーの子どもたち写真展示

ステージ

ワークショップ 詳細は裏面へ

内容

場所

～出会えた奇跡をありがとう～

駐車場
有料
(身障手帳等
免除あり)

29日 10：00～17：00 / 30日 10：00～15：00



まだまだイベント盛りだくさん！当日をお楽しみに♪

問い合わせ先
Team18広島 team18hiroshima@gmail.coｍ

【協賛・協力】
あさみやワッフル、猪原歯科・リハビリテーション科、医療法人社団みずほ会、医療法人社団湧泉会 ひまわり歯科、
オルコット インターナショナルスクール、株式会社あすか訪問看護ステーションあすか、株式会社オレンジ、株式会社奏音、
株式会社栗本五十市商店、 株式会社コスモケア・エナジー、株式会社Second house 訪問介護セカンドハウス、
株式会社フィリップス・ジャパン、株式会社FUKUDA、キッズウィル、ささき小児科医院、JA尾道総合病院 小児科、
社会福祉法人IGL学園福祉会 IGL訪問看護ステーション、社会福祉法人YMCA福祉会 YMCA訪問看護ステーション・ピース、
住田株式会社、竹の子の里株式会社、土谷総合病院、日本基準寝具株式会社エコール事業部、HappyFroggy、
半場正浩(カメラマン)、ひまわり南千田教室、ふうりん、福祉作業所メロディ、フクダライフテック中国株式会社、
訪問看護ステーション「さいの」、訪問看護ステーション ニーズ、訪問看護ステーションフレフレ、
訪問看護ステーションホームナース中国、山脇酸素株式会社、有限会社五ェ門、 有限会社であい工房、
有限会社ひまわりライフケアサポート ひまわり訪問看護ステーション、緑風会薬局

●18トリソミーの子どもたち写真展示●
全国から集まった約170人の写真とメッセージ

●18っ子ちゃんの日常紹介● ●子ども用車いす(バギー)の展示●

●小さな肌着展示●

"スマイリングホスピタルジャパン"による
ミニコンサート
土曜日 14:30～ 日曜日 11:00～

"あそびとC"によるバルーンアートショー
土曜日 11:00～
バルーンアート作りも体験できます！(数量限定)

ミニハーバリウム作り
両日 参加費無料

あさみの似顔絵ブース
両日 10:00～15:00 無料
天使ちゃん/疾患児ファミリー対象
事前予約制 各日5組
詳細はHPまたはFacebook

その他
フォトスポット
子どもたちのごろ寝スペース あり

日本ダウン症協会広島支部のみなさんによる
コーヒーサービス
土曜日 15:00～16:00

詳しい情報は
Facebookページをご覧ください▶▶

来場者の皆さまへ
写真展当日は、全国から18トリソミーの子どもたちも集まる予定です。
18トリソミーの子どもたちは、抵抗力が弱いため感染症にかかりやすく、それが命の危険にも直結して
しまいます。感染症に関して、皆様のご配慮をどうぞよろしくお願いいたします。

●ペースト食の展示●

スペシャルライブ
日曜日 13:00～


